チームみCお　GP議事録
2013/11/16（土）＠グル学

★メンバー
加藤さん、ゆうさん、さはるさん、みしお、小川

★内容
•前回の宿題のレジュメをそれぞれ持ち寄って、確認。
どの方向に論を持って行きたいのか探る

現状
現場の教師が未納問題に対応しきれていない
⇒どうして学校教師が適切に対応できないのか？

食育
教育と捉えるか、栄養を与えるものか（食育を教育と捉えるか否か）
憲法２６条　義務教育→タダ
学校給食法→第１章第２条　「学校給食を実施するにあたっては、義務教育諸学校における教育の目的を実現するため…」
たとえば…
「義務教育にお金を払うのはおかしい」
「地域によって金額差があるのもおかしい」
⇒給食費は無料にするべし（どうして？、先行研究者の検討）

教育としての給食とそうではない給食
（栄養教諭制度とかのやつと単に栄養を与えるものとしての給食）
ふたつそれぞれ方向が違う⇒混同しているから教師が適切に対応できない


組み立てとしては…

序章　給食費未納問題
　　　　現状（メタ的な）→読売新聞2006などを使用

１章　学校及び教師の現状
　　　　（文科アンケート、山梨県など）
　　　　仮説に至るまで（R.Q）
　　　　仮説と検証方法の提示

２章　検証①

３章　検証②

４章　まとめ

５章　示唆•残された課題

６章　参考文献一覧

[bookmark: _GoBack]これの肉付け

★R.Q　どうして学校、教師が給食費未納問題に対して適切に対応できないのか。
なぜかっていうと…
憲法と学校給食法が混在しているから。

★仮仮説
「学校、教師が給食費未納問題に大して適切に対応できない１つの要因は、国の定める法規において学校給食の目的が一貫していないことである。」
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